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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、伝統構法木造建物の構造設計を限界耐力計算で行う際に用いられる土塗り壁
の復元力特性について、根拠となる実験データをさらに充実させることを目的とした。実
験の結果、最大耐力は壁幅に比例する傾向にあること、および、耐力の増大に伴い柱脚が
引き抜き損傷を生じやすいことが明らかとなった。小壁を含む連成構面の復元力特性につ
いて、非線形領域に至るまで各要素の復元力特性の加算により推定することが可能である
ことが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
To evaluate the bearing capacity, several mud-walls were prepared and tested under 
cyclic shear deformation. From the results of the full-scale tests, it was found that (1) 
the strength of the walls is proportional to their length, (2) there is a distinct 
possibility that mortise-tenon joints at the column foot will sustain damage from large 
pull-out force, (3) the superposition principle can be applied to restoring force 
characteristics in the elasto-plastic range. 
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研究分野：建築耐震工学 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 伝統構法木造建物の構造設計を限界耐力
計算で行う場合、例えば、『伝統構法を生か
す木造耐震設計マニュアル—限界耐力計算に
よる耐震設計・耐震補強設計法』(学芸出版社) 

が参考にされることがある。このマニュアル
にも全面土塗り壁および土塗り小壁付木造
軸組の復元力特性が掲載されており、実用上
の問題は少ないように見える。しかしながら、
この根拠となっている実験結果は、数もあま
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り多くなく、地域による壁土の違いや下地の
組み方の違いといったものの影響を考慮で
きるまでには至っておらず、さらに、これら
の地域による土塗り壁の違いについて、その
影響の有無、影響がある場合の大小に関する
実験データ等の整理、分析はじゅうぶんでは
ない。 
 
(2) これまでの研究では、近畿地方や関東の
仕様による土塗り壁の力学特性について、土
塗り壁の最大耐力は壁の長さや壁の厚さ、壁
の見付面積に比例することが知られている
が、根拠となる実験結果が少なく地域性によ
るバラツキの影響も無視できない。 
 
２．研究の目的 
(1) 山陰地方で通常用いられる仕様・施工方
法で作製された土塗り壁試験体について実
験を行って性能の比較検証を行い、これまで
の知見を再確認する。 
 
(2) 土塗り壁および土塗り小壁付木造軸組に
ついて、各仕様 2 体ずつ、正負繰り返しせん
断加力実験を行い、破壊モードの観察と記録、
復元力特性と最大耐力、柱脚の引き抜き力や
柱の曲げモーメント分布など力学特性デー
タを蓄積する。 
 
３．研究の方法 
(1) 半間幅(1P)の全面土塗り壁を基本とし、
0.5P～3P の全面土塗り壁のせん断加力試験
を各 2体ずつ実施して、これまでの実験結果
と比較する。 
 
(2) 2P 幅の小壁付木造軸組架構と 0.5P ある
いは 1P 全面壁の連成構面についても実験を
行い、復元力特性における加算則の妥当性を
検証する。 
 
４．研究成果 
(1) 山陰地方の仕様・工法による土塗り壁構
面の実験を行った結果、これまでの知見と同
様に、土塗り壁の最大耐力は壁の長さや壁の
見付面積に比例することが再確認された。 
 
(2) 耐力の増大に伴い柱脚が引き抜き損傷
を生じやすいことが明らかとなった。 
 
(3) 小壁を含む連成構面の復元力特性につ
いて、非線形領域に至るまで各要素の復元力
特性の加算により推定することが可能であ
ることが明らかになった。 
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